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顔画像認識技術の事業化における課題 
 

須崎昌彦†1 
 

顔や人物を対象とした画像処理技術は，多くの有効な手法の進展により性能が実用的にまで向上したことで幅広い応

用が期待されている．一方で認識技術を商用展開するためには，開発者が想定していなかった特殊な条件への対応が

必要となることがある．また認識結果が必ずしも人の感覚と一致しないことや，特定条件での精度劣化の可能性とい

った画像認識の性質について顧客からの理解が得られない場合もある．さらにはソフトウェアの品質や開発コスト，

各種問い合わせへの対応など考慮しなければならない問題は多い．本稿では，画像認識を商用に展開する際に発生す

る様々な課題とそれらにどのように取り組むべきかについて考察する． 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

                                                                 
 †1 沖電気工業(株)   
   Oki Electric Industry Co., Ltd.   

ⓒ 2013 Information Processing Society of Japan

Vol.2013-CVIM-187 No.36
2013/5/30


